
雨氷による森林被害対策について

～治山事業事例紹介～



樹氷等は、霧などの微小な冷却水
滴から生じる。
⇒雨氷は雨から生じるのが特徴

樹木に付着した雨氷

※本体自重の5～16倍の雨氷が着氷

⇒樹高24m 胸高直径30㎝のカラマツ自重0.42t/本
に対し2.1t/本～6.7ｔ/本の着氷自重



雨氷による被害発生状況
（１）発生日 平成28年1月29日～30日

（２）被害発生エリア

標高800～1300mの森林を中心に松本市、塩尻市、山形村、

朝日村で発生

（３）雨氷による森林被害状況（H28.2.22現在）

（４）被害対策事業

治山事業（保安林）、森林造成事業（普通林、保安林）

被害発生市村 森林被害面積 内 人工林面積 備 考

松本市 218ha 180ha 山辺地区・内田地区等

塩尻市 115ha 94ha 東山地区・楢川地区等

山形村 53ha 53ha 村内全域

朝日村 91ha 84ha 村内全域

計 477ha 410ha



雨氷害に係る治山事業の対応について

【松本市】 （H29.1.30現在）

※森林造成事業は別途集計中

区分 年度 事業名 箇所名 内容 面積等

工

事

H28 県単治山 入山辺A地 雨氷害倒木整理等 0.72ha

H28 県単治山 入山辺・宮の入・中山 雨氷害倒木整理等 1.36ha

計 2.08ha

調

査

H28 県単治山 入山辺ほか 航空写真解析 1式

H28 県単治山 入山辺ほか２ 雨氷害全体調査 1式

H28 県単治山 西部地区 雨氷害全体調査 1式

H29 奥地保安林保全緊急対策 入山辺 測量設計 1式



雨氷害に係る治山事業の対応について

【山形村】 （H29.1.30現在）

※森林造成事業は別途集計中

区分 年度 事業名 箇所名 内容 面積等

工

事

H28 県単治山 横吹沢ほか 雨氷害倒木整理等 5.42ha

H28 保安林改良 曽倉沢 雨氷害倒木整理等 6.57ha

H29 保安林緊急改良 唐沢川 雨氷害倒木整理等 10.68ha

計 22.67ha

調

査

H28 県単治山 唐沢川 雨氷害全体調査 1式

H28 保安林改良 曽倉沢 測量・調査・設計 1式

H29 保安林緊急改良 唐沢川 測量・調査・設計 1式

施工中



雨氷害に係る治山事業の対応について

【朝日村】 （H29.1.30現在）

※森林造成事業は別途集計中

区分 年度 事業名 箇所名 内容 面積等

工

事

H28 県単治山 御馬子・曽倉沢 雨氷害倒木整理等 1.27ha

H28 保安林改良 中俣沢 雨氷害倒木整理等 14.32ha

H29 保安林緊急改良 鎖川 雨氷害倒木整理等 7.06ha

計 22.65ha

調

査

H28 県単治山 舟ヶ沢 雨氷害全体調査 1式

H28 保安林改良 中俣沢 測量・調査・設計 1式

H29 保安林緊急改良 鎖川 測量・調査・設計 1式



雨氷害に係る治山事業の対応について
【塩尻市】 （H29.1.30現在）

※森林造成事業は別途集計中

区分 年度 事業名 箇所名 内容 面積等

工

事

H28 県単治山 奈良井 雨氷害倒木整理等 0.20ha

H28 県単治山 奈良井２ 雨氷害倒木整理等 0.80ha

H29 奥地保安林保全緊急対策 奈良井 雨氷害倒木整理等 5.66ha

計 6.66ha

調

査

H28 県単治山 奈良井 雨氷害全体調査 1式

H29 奥地保安林保全緊急対策 奈良井 測量・調査・設計 1式

施工事例報告



施工事例報告
【事業名】

平成29年度奥地保安林保全

緊急整備事業第3号工事

【受注者】

有限会社 松本建設

【工事期間】

H29.9.8～H30.1.20



雨氷被害の形態



被災状況写真

折損 根返り



奈良井地区 全体計画図

Ａ カラマツ 2.96ha

Ｂ カラマツ 2.35ha Ｃ カラマツ 2.24ha

Ｄ カラマツ・アカマツ 0.73ha

Ｅ アカマツ 0.20ha

Ｆ 広葉樹 0.41ha

Ｇ カラマツ 2.35ha

Ｈ カラマツ 0.29ha

Ⅰ カラマツ 0.85ha Ｊ カラマツ・スギ 0.61ha

Ｋ 広葉樹 0.33ha

Ｌ カラマツ・スギ 1.56ha

Ｍ カラマツ・スギ 2.18ha

Ｎ カラマツ・スギ 5.85ha

Ｏ カラマツ 0.88ha

Ｐ カラマツ 1.06ha

Ｒ カラマツ 0.44ha

Ｓ カラマツ 1.24ha

Ｔ カラマツ・アカマツ 0.48ha

Ｕ カラマツ 0.74ha

Ｖ カラマツ 0.13ha

Ｗ カラマツ 0.58ha

Ｘ カラマツ 0.19ha

Ｙ カラマツ 0.21ha

Ｚ カラマツ・スギ 0.12ha
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谷止工計画

★市道鳥居峠線沿線沿いに約30

ヘクタールの雨氷被害発生

★治山事業計画を樹立し５年で
整備する計画
★Ｈ29計画は、最も被害が激しい
Ｎ地を実施



Ｎ地 雨氷害被害地 対策工法

〇雨氷被害折損木⇒伐倒・玉切・整理
〇雨氷被害倒木（根倒れ）⇒玉切・整理
（根元より５ｍ程度残存させ、流出を防ぐ）
※整理は地形等現状に応じ縦列や横列に行う
〇倒木（根倒れ）には根鉢処理工として、玉切材
を利用し倒 木筋工（1段）を設置
（雨水による表層崩壊防止）
〇渓流内倒木は、沢両岸に倒木筋工を設置
（整理の簡素化）
※打込み作業を考慮し、鉄筋杭を使用
〇地拵を行い、植栽準備をする。
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倒木処理作業正面模式図 倒木処理作業側面模式図作業イメージ



雨氷害被災状況 【写真撮影 Ｈ２８．３．１】

整備前



雨氷害施工状況 【写真撮影 Ｈ３０．１．１９】

整備後



雨氷害被災状況 【写真撮影 Ｈ２８．３．１】

整備前



雨氷害施工状況 【写真撮影 Ｈ３０．１．１９】

整備後



雨氷害被災状況 【写真撮影 Ｈ２８．３．１】

整備前



整備後

雨氷害施工状況 【写真撮影 Ｈ２９．１０．２６】



雨氷被害木整理工施工手順

伐倒

玉切

整理

整理

完成



倒木筋工施工手順

鉄
筋
杭
人
肩
運
搬

横
木
組
立

鉄
筋
杭
打
込

完
成

◆比較的浅い位
置に軟岩が露出
していることから、
確実に地山に打
ち込める鉄筋杭
とする。

◆先端上部に10

㎝のリブ（曲り）を
設け、作業管理
上の安全を図る。



※表面水の分散を図り降雨よる更なる表土の浸食を防止し、植栽木の基礎とする。



根鉢処理工施工手順

運搬

切付

組立

打込

完成


